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要旨 

 1990 年代以降「事前規制型社会から事後裁定型社会へ」の転換が唱えられた。その要因

の１つは、政府が企業などの社会アクターを監視・統制する能力が低下したことである。

本稿はそのことを、ゲーム論のベイジアン・ナッシュ均衡として定式化する。政府の無能

ぶりを露呈させる事件が相次ぐことによって、政府への信頼が（ベイズ更新によって）地

に墜ちると、市民というよりも企業にとって、事前規制型社会よりも事後裁定型社会の方

が望ましくなり、転換が起きる。 
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